
1 

24.8

28.4

25.3

14.2

5.6

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

（％）

(n=2,323)

13.1 

54.6 

3.7 

14.2 

9.3 

5.1 

0 20 40 60 80

一人暮らし

夫婦二人暮らし

（配偶者65歳以上）

夫婦二人暮らし

（配偶者64歳以下）

息子・娘との２世帯

その他（３世帯を含む）

無回答

（％）

(n=2,323)

１ ニーズに関するアンケート調査結果の概要 

（１）健康と暮らしの調査    

本調査は、本市にお住まいの 65 歳以上の方（要介護認定者を除く）から、無作為に選んだ 
3,000 ⼈の方を対象に、現在の⼼⾝の状況や、介護保険制度・⾼齢者福祉サービスに対するお考えを
聞かせていただきました。  

回収状況は、77.4％でした。 
 

【回答者の属性】 
回答者の属性について、性別は「男性」が 48.1％、「⼥性」が 51.9％です。年齢別にみると、「65 

歳から 74 歳」が 53.２％、「75 歳から 84 歳」が 39.5％、そして「85 歳以上」が 7.3％となってい
ます。 

家族構成をみると、一⼈暮らしは 13.1％、夫婦二⼈暮らし（配偶者 65 歳以上）は 54.6％と、⾼
齢者のみの世帯が 67.7％を占めています。  
 ⾼齢者の住宅形態は⼤半が持ち家（92.3％）となっており、前回調査と比較しても⼤きな違いはみら
れません。 
 

図表図表図表図表----    1111    性別性別性別性別                                                                                                                図表図表図表図表----    2222    年齢年齢年齢年齢    

    

 

  
 
 
 
 

図表図表図表図表----    3333    家族構成家族構成家族構成家族構成                                                                                                            図表図表図表図表----    4444    住宅形態住宅形態住宅形態住宅形態        

 

 
 
 
 
 
 

  

高齢者のみ

の世帯 

67.7％ 

65～74 歳 

53.2％ 

75～84 歳 

39.5％ 

85 歳以上 

7.3％ 

男性

48.1%

女性

51.9%

(n=2,323)

92.0

4.4

1.6

2.0

92.3

4.0

2.2

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

持ち家

賃貸

その他

無回答

今回(n=2,323) 前回

（％）

資料５ 各種アンケート調査結果概要 

（ｎ＝2,591） 
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【⾼齢者の健康状況】 
⾼齢者の健康状態は、「よい（「とてもよい」と「まあよい」の合計）」が⼤半（86.8%）を占めてい

ますが、「よくない（「あまりよくない」と「よくない」の合計）」⼈も 11.1%います。  
健康上の問題の日常生活への影響は、多くの⾼齢者が「ない」（89.0%）としていますが、「ある」

と答えた⼈も 8.0%います。 

図表図表図表図表----    5555    健康状態健康状態健康状態健康状態                                                                    図表図表図表図表----    6666    健康上健康上健康上健康上のののの問題問題問題問題のののの日常生活日常生活日常生活日常生活へのへのへのへの影響影響影響影響    

 

 

健診や⼈間ドックの受診の有無をみると、⾼齢者の約６割が１年以内に受診（58.8％）してい
ますが、４年以上前に受けた⼈は 10.2%、受けていない⼈も 14.6%います。 

図表図表図表図表----    7777    健診健診健診健診やややや人間人間人間人間ドックのドックのドックのドックの受診受診受診受診のののの有無有無有無有無        

 

  

とてもよい

15.5%

まあよい

71.3%

あまり

よくない

9.7%

よくない

1.4%

無回答

2.2%

(n=2,323)

ある

8.0%

ない

89.0%

無回答

3.0%

(n=2,323)

１年以内に

受けた

58.8%

１年～４年前

に受けた

13.9%

４年以上前に

受けた

10.2%

受けていない

14.6%

無回答

2.5%

(n=2,323)
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【⾼齢者の生活】 
⾼齢者の外出の頻度は、「週に５回以上」が半数以上を占めていますが、「週１回未満」（2.4%）

や「していない」（0.3％）の⼈もいます。 

図表図表図表図表----    8888    外出外出外出外出のののの頻度頻度頻度頻度        

 

 
⾼齢者の転倒に対する不安について、「不安でない（「あまり不安でない」と「不安でない」の合計）」

とする⼈は 60.2%ですが、不安を持っている⼈も 38.2%います。 

図表図表図表図表----    9999    転倒転倒転倒転倒にににに対対対対するするするする不安不安不安不安        

 

  

56.056.056.056.0

17.317.317.317.3

19.419.419.419.4

3.73.73.73.7

2.12.12.12.1

0.30.30.30.3

0.30.30.30.3

0.80.80.80.8

0 20 40 60 80

週に５回以上

週４回

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

していない

無回答

（％）

(n=2,323)

とても不安

である

7.0%

やや不安

である

31.2%

あまり

不安でない

28.8%

不安でない

31.5%

無回答

1.6%

(n=2,323)



4 

⾼齢者が困ったときに相談できる⼈や窓⼝についてみると、家族や親戚、近隣・友⼈の割合が比較
的⾼くなっています。一方で 「そのような⼈はいない」と答えた⼈も 3.0%います。 

図表図表図表図表----    10101010    困困困困ったときにったときにったときにったときに相談相談相談相談できるできるできるできる人人人人やややや窓口窓口窓口窓口        

 

 
⾼齢者の地域内の近所とのつきあいについて、何らかのつきあいをしている⼈が⼤半を占めており、中

でも「日常的に⽴ち話をする程度のつきあいは、している」が半数を超えています。一方で、「全くしてい
ない」と答えた⼈も 2.1%います。 

図表図表図表図表----    11111111    地域内地域内地域内地域内のののの近所近所近所近所とのつきあいとのつきあいとのつきあいとのつきあい        

 

 

 

  

69.069.069.069.0

53.953.953.953.9

38.238.238.238.2

30.830.830.830.8

16.116.116.116.1

7.57.57.57.5

4.34.34.34.3

4.04.04.04.0

2.52.52.52.5

1.31.31.31.3

3.03.03.03.0

2.32.32.32.3

0 20 40 60 80

同居家族

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣・友人

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所・役場

自治会・町内会・老人クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

その他

そのような人はいない

無回答

（％）

(n=2,323)

15.115.115.115.1

52.652.652.652.6

28.428.428.428.4

2.12.12.12.1

1.81.81.81.8

0 20 40 60

たがいに相談したり日用品の貸し借りをするなど、

生活面で協力しあっている人もいる

日常的に立ち話をする程度のつきあいは、している

あいさつ程度の最小限のつきあい

全くしていない

無回答

（％）

(n=2,323)
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⾼齢者の現在の暮らしの状況をみると、「ふつう」が半数以上を占めています。一方、「苦しい(「⼤変苦
しい」と「やや苦しい」の合計」が 18.9%、「ゆとりがある（「ややゆとりがある」と「⼤変ゆとりがある」の合
計）」が 20.1%います。 

図表図表図表図表----    12121212    現在現在現在現在のののの暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの状況状況状況状況    

 

 

⾼齢者の現在の生活への満足についてみると、⼤半が満足（85.8%）であると答えていますが、
不満をもっている⼈も 11.2%います。また、現在の幸福度は「８点」が最も多く、次いで「７点」となっ
ており、平均で 7.3 点でした。 

図表図表図表図表----    13131313    現在現在現在現在のののの生活生活生活生活へのへのへのへの満足満足満足満足                                                                        図表図表図表図表----    14141414    現在現在現在現在のののの幸福度幸福度幸福度幸福度    

 

  

大変ゆとり

がある

3.8%

ややゆとり

がある

16.4%

ふつう

57.4%

やや苦しい

16.0%

大変苦しい

2.9%

無回答

3.6%

(n=2,323)

はい

85.8%

いいえ

11.2%

無回答

3.1%

(n=2,323)

0.3

0.3

0.3

0.9

1.8

13.6

10.7

20.2

27.1

11.2

10.4

3.3

0 20 40

０点（とても不幸）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

１０点（とても幸せ）

無回答

（％）

(n=2,323)

苦しい 

18.9％ 

ゆとりがある 

20.2％ 
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【地域活動への参加状況・参加意向】 
⾼齢者の地域活動への参加状況をみると、趣味関係、スポーツ関係の活動への参加割合が⾼くな

っています。 
図表図表図表図表----    15151515    地域活動地域活動地域活動地域活動へのへのへのへの参加状況参加状況参加状況参加状況    

 

 
企画・運営としての地域住⺠の有志のグループ活動への参加意向をみると、「すでに参加している」

が 6.4％、「参加したい（「是非参加したい」と「参加してもよい」の合計）」が 39.2%であり、すでに参
加または参加意向のある⼈は 45.6％ですが、「参加したくない」⼈も 47.9%と同割合程度います。 

図表図表図表図表----    16161616    地域住民地域住民地域住民地域住民のののの有志有志有志有志のグループのグループのグループのグループ活動活動活動活動へのへのへのへの参加意向参加意向参加意向参加意向（（（（企画企画企画企画・・・・運営運営運営運営としてとしてとしてとして））））        

 

1.21.21.21.2

4.04.04.04.0

2.22.22.22.2

0.20.20.20.2

0.60.60.60.6

0.60.60.60.6

0.90.90.90.9

0.70.70.70.7

12.712.712.712.7

2.62.62.62.6

9.39.39.39.3

7.17.17.17.1

0.50.50.50.5

0.90.90.90.9

1.31.31.31.3

2.02.02.02.0

1.81.81.81.8

6.86.86.86.8

3.03.03.03.0

9.19.19.19.1

9.59.59.59.5

1.11.11.11.1

1.41.41.41.4

2.82.82.82.8

4.44.44.44.4

1.31.31.31.3

1.91.91.91.9

7.57.57.57.5

9.09.09.09.0

19.619.619.619.6

4.54.54.54.5

7.17.17.17.1

8.28.28.28.2

5.85.85.85.8

3.73.73.73.7

2.92.92.92.9

6.36.36.36.3

4.94.94.94.9

8.78.78.78.7

7.77.77.77.7

29.429.429.429.4

6.96.96.96.9

3.33.33.33.3

4.74.74.74.7

2.62.62.62.6

67.367.367.367.3

52.652.652.652.6

43.343.343.343.3

75.375.375.375.3

50.250.250.250.2

68.568.568.568.5

73.673.673.673.6

76.776.776.776.7

66.166.166.166.1

12.112.112.112.1

11.111.111.111.1

9.79.79.79.7

10.710.710.710.7

10.510.510.510.5

11.711.711.711.7

10.010.010.010.0

11.111.111.111.1

7.17.17.17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティア

スポーツ関係

趣味関係

老人クラブ

町内会・自治会

学習・教養サークル

介護予防のための通いの場

特技や経験を他者に伝える活動

収入のある仕事

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

(n=2,323)

すでに参加

している

6.4%

是非参加

したい

2.0%

参加してもよい

37.2%

参加したくない

47.6%

無回答

6.8%

(n=2,323)

すでに参加 

または 

参加したい 

45.6％ 
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【認知症について】 
⾼齢者自⾝又は家族の認知症の症状について、症状はないと答えた⼈が⼤半（89.5%）ですが、

症状があると答えた⼈も 9.7%います。 
また、「物忘れが多いと感じる」について「はい」は約４割、「いいえ」は約６割となっています。 

図表図表図表図表----    17171717    認知症認知症認知症認知症のののの症状症状症状症状があるがあるがあるがある又又又又はははは家族家族家族家族にににに症状症状症状症状があるがあるがあるがある                            図表図表図表図表----    18181818    物忘物忘物忘物忘れがれがれがれが多多多多いといといといと感感感感じるじるじるじる    

 
 

「自分が認知症になったら、周りの⼈に助けてもらいながら自宅での生活を続けたい」と思う⼈（「そう
思う」と「ややそう思う」の合計）は 56.8%いる一方で、思わない⼈（「あまり思わない」と「全く思わな
い」の合計）も 23.5%います。 

図表図表図表図表----    19191919    自分自分自分自分がががが認知症認知症認知症認知症になったらになったらになったらになったら、、、、周周周周りのりのりのりの人人人人にににに助助助助けてもらいながらけてもらいながらけてもらいながらけてもらいながら自宅自宅自宅自宅でのでのでのでの生活生活生活生活をををを続続続続けたいけたいけたいけたい        

 

 
「認知症の⼈も地域活動に役割をもって参加した方が良い」と思う⼈（「そう思う」と「ややそう思う」

の合計）は 50.7%いる一方で、思わない⼈（「あまり思わない」と「全く思わない」の合計）も
19.7%います。 

図表図表図表図表----    20202020    認知症認知症認知症認知症のののの人人人人もももも地域活動地域活動地域活動地域活動にににに役割役割役割役割をもってをもってをもってをもって参加参加参加参加したしたしたした方方方方がががが良良良良いいいい        

 

はい

9.7%

いいえ

89.5%

無回答

0.9%

(n=2,323)

はい

39.8%
いいえ

58.5%

無回答

1.6%

(n=2,323)

30.3 26.5 15.6 16.0 7.5 4.1

0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない 無回答

（％）

(n=294)

18.0 32.7 25.2 15.6 4.1 4.4

0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない 無回答

(n=294)

（％）
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「家族が認知症になったら、協⼒を得るために近所の⼈や知⼈などにも知っておいてほしい」と思う⼈
（「そう思う」と「ややそう思う」の合計）は 69.4%いる一方で、思わない⼈は 11.9%います。 

図表図表図表図表----    21212121    家族家族家族家族がががが認知症認知症認知症認知症になったらになったらになったらになったら、、、、協力協力協力協力をををを得得得得るためにるためにるためにるために近所近所近所近所のののの人人人人やややや知人知人知人知人などにもなどにもなどにもなどにも知知知知っておいてほしいっておいてほしいっておいてほしいっておいてほしい        

 

 
【在宅での生活を継続するために利⽤したいサービス】 

在宅生活を続ける上で、現在もしくは今後利⽤したいと思う有償サービスや取組について、「緊急時
の通報システム」が 32.6％と最も多く、次いで「外出支援（買い物や通院等）」（28.6％）となって
います。一方、「特にない」とする⼈も 22.6％いました。 

図表図表図表図表----    22222222    在宅生活在宅生活在宅生活在宅生活をををを続続続続けるけるけるける上上上上でででで、、、、現在現在現在現在もしくはもしくはもしくはもしくは今後利用今後利用今後利用今後利用したいとしたいとしたいとしたいと思思思思うううう有償有償有償有償サービスやサービスやサービスやサービスや取組取組取組取組    

 

 

26.5 42.9 13.6 8.2 3.7 5.1

0 20 40 60 80 100

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない 無回答

(n=294)

（％）

32.6

28.6

25.4

19.8

19.2

18.5

17.5

14.1

8.3

6.0

5.9

2.2

1.7

22.6

9.0

0 20 40

緊急時の通報システム

外出支援（買い物や通院等）

食材等の宅配サービス

掃除支援

配食サービス

体操・運動レッスン

見守りや声かけ

ゴミ出しや電球の交換等

調理支援

話し相手

会食の場の提供

金銭管理（成年後見制度等）

その他

特にない

無回答

（％）

(n=2,323)
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（２）在宅介護実態調査    

本調査は、在宅で生活をしている要支援・要介護者のうち、令和元年８⽉１日〜令和２年４⽉
30 日の間に更新・区分変更を申請された 816 ⼈の方を対象に、郵送又は認定調査時、調査員による
聞き取りにて⾏いました。 

調査期間は令和元年 12 ⽉ 18 日〜令和２年６⽉ 23 日とし、698 ⼈の方の回答があり、回収状
況は、85.5％でした。 

 
【回答者の属性】 

回答者の属性について、性別は「男性」が 30.5％、「⼥性」が 69.5％でした。年齢別にみると、「65 
歳から 74 歳」が 10.7％、「75 歳から 84 歳」が 38.8％、そして「85 歳以上」が 30.6％となってい
ます。要介護度では、「要支援１・２」が 30.1％、「要介護１・２」が 44.9％、「要介護３〜５」が
24.9％となっています。 

家族構成をみると、単⾝世帯（一⼈暮らし）が 34.1％、夫婦のみの世帯が 28.8％でした。  

図表図表図表図表----    23232323    年齢年齢年齢年齢                                                                                                            図表図表図表図表----    24242424    要介護度要介護度要介護度要介護度    

    

    

図表図表図表図表----    25252525    家族構成家族構成家族構成家族構成    

 
 

2.0

2.8

7.9

14.7

24.1

25.1

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0

65歳未満

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

(n=685)

（％）

6.9

23.2

20.4

24.5

10.5

9.3

5.1

0.0 10.0 20.0 30.0

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

（％）

(n=685)

65～74 歳 

10.7％ 

75～84 歳 

38.8％ 

85 歳以上 

30.6％ 

要支援１・２  

30.1％ 

要介護１・２

44.9％ 

要介護３～５ 

24.9％ 
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【主な介護者】 
主な介護者は、子が半数を占めています。その他、配偶者が 31.0％となっています。また、主な介護者

の年齢は 50〜70 代の割合が⾼くなっています。 
主な介護者の就労状況別の要介護度をみると、働いていない⼈の方が要介護４の割合が⾼くなってい

ます。 
介護者の介護のための離職の有無については、主な介護者が介護のために離職・転職した⼈は

6.1％、主な介護者以外の⼈が離職・転職した⼈は 1.4％います。 

図表図表図表図表----    26262626    主主主主なななな介護者介護者介護者介護者のののの続柄続柄続柄続柄                                                                            図表図表図表図表----    27272727    主主主主なななな介護者介護者介護者介護者のののの年齢年齢年齢年齢    

 
図表図表図表図表----    28282828    主主主主なななな介護者介護者介護者介護者のののの就労状況別就労状況別就労状況別就労状況別のののの要介護度要介護度要介護度要介護度    

 
図表図表図表図表----    29292929    介護者介護者介護者介護者のののの介護介護介護介護のためののためののためののための離職離職離職離職のののの有無有無有無有無    

 

 

 

 

  

1.5

1.7

6.7

27.0

25.9

20.9

13.3

1.7

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

(n=526)

（％）

31.0

50.0

9.9

0.8

1.9

5.3

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

（％）

(n=526)

31.0

28.8

23.5

22.5

23.8

19.6

26.8

27.5

27.1

12.0

8.8

11.4

6.3

6.3

13.3

1.4

5.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム勤務

（n=142）

パートタイム勤務

（n=80）

働いていない

（n=255）

要支援１・２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

4.2

1.0

1.9

0.4

78.9

2.9

11.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

（％）

(n=526)
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【在宅での介護の状況】 
利⽤しているサービスの組み合わせについては、「未利⽤」が 21.9％、「訪問系のみ」が 22.8％、「通

所系のみ」が 27.3％、「訪問＋通所」が 19.0％となっています。サービスを利⽤していない⼈の理由として
は、「本⼈にサービス利⽤の希望がない」が最も⾼くなっています。 

介護者が不安を感じる介護として、要支援１・２では「その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）」、
要介護１・２では「認知症状への対応」「外出の付き添い、送迎等」、要介護３〜５では「認知症状へ
の対応」「日中、夜間の排泄」「入浴・洗⾝」をあげる割合が⾼くなっています。 

介護度別の施設等の検討状況については、要介護度が上がるにつれ、検討中や申請済みの割合が⾼
くなり、要介護３〜５では、検討中が 21.6％、申請済みが 31.1％となっています 

図表図表図表図表----    30303030    利用利用利用利用しているサービスのしているサービスのしているサービスのしているサービスの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ    

 

図表図表図表図表----    31313131    サービをサービをサービをサービを利用利用利用利用していないしていないしていないしていない理由理由理由理由    

 
 

21.9

22.8

27.3

0.3

19.0

0.7

3.5

1.5

2.6

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0

未利用

訪問系のみ

通所系のみ

短期系のみ

訪問＋通所

訪問＋短期

通所＋短期

訪問＋通所＋短期

小規模多機能

看護多機能

定期巡回のみ

定期巡回＋通所

定期巡回＋短期

定期巡回＋通所＋短期

（％）

(n=685)

26.8

23.2

13.0

8.7

7.2

5.8

4.3

1.4

21.0

8.7

0.0 10.0 20.0 30.0

本人にサービス利用の希望がない

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

家族が介護をするため必要ない

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

その他

無回答

（％）

(n=138)

（％）

(n=138)
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図表図表図表図表----    32323232    要介護度別要介護度別要介護度別要介護度別    介護者介護者介護者介護者がががが不安不安不安不安にににに感感感感じるじるじるじる介護介護介護介護    

 

図表図表図表図表----    33333333    要介護度別要介護度別要介護度別要介護度別    施設等施設等施設等施設等のののの検討検討検討検討のののの状況状況状況状況    

 

9.0

12.8

4.5

26.3

2.3

0.8

15.8

42.1

5.3

13.5

4.5

17.3

31.6

11.3

3.8

9.0

6.8

15.8

20.8

5.4

23.8

3.3

5.4

19.2

28.8

15.0

40.8

5.0

14.2

18.8

12.5

7.5

5.8

2.5

26.5

27.4

9.4

24.8

10.3

6.0

19.7

22.2

3.4

36.8

10.3

14.5

13.7

13.7

9.4

4.3

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２（n=133） 要介護１・２（n=240） 要介護３以上（n=117）

（％）

88.4

72.2

47.3

10.1

18.5

21.6

1.5

9.3

31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２

（n=199)

要介護１・２

（n=302）

要介護３以上

（n=167）

検討していない 検討中 申請済み
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２ サービス提供体制の調査の結果 

（１）介護サービス従事者調査    

本調査は、介護サービス事業所向けアンケート及び居宅介護支援事業所向けアンケート対象事業所
の従事者を対象に、介護サービス事業所従事者 2,047 件、居宅介護支援事業所従事者 142 件のア
ンケート調査票を郵送にて⾏いました。 

調査期間は令和２年５⽉ 26 日〜６⽉９日、介護サービス事業所従事者は 929 ⼈、居宅介護支
援事業所従事者は 104 ⼈の方から回答があり、回収率は、介護サービス事業所従事者 45.4％、居宅
介護支援事業所従事者 73.2％でした。 

 
【回答者の属性】 

回答者の属性について、性別は、介護サービス提供事業所（以下「事業所」という）は男性が
25.8％、⼥性が 73.5％、居宅介護支援事業所（以下「居宅」という）は男性が 14.4％、⼥性が
84.6％です。居住地は、事業所、居宅ともに、5 割強が「生駒市内」となっています。 

雇⽤形態は、事業所は「正規職員」が 50.7％、「契約職員、嘱託、パート、アルバイト」が 45.2％、
居宅は「正規職員」が 67.3％、「契約職員、嘱託、パート、アルバイト」が 30.8％です。 

保有資格は、事業所は「介護福祉士」が最も多く、次いで「介護職員初任者研修修了（旧ヘルパー
２級）」が多くなっています。居宅は、「介護支援専門員」が最も多く、次いで「介護福祉士」が多くなって
います。 

図表図表図表図表----    34343434    居住地居住地居住地居住地                                                                                                        図表図表図表図表----    35353535    保有資格保有資格保有資格保有資格    

     

 

  
 
 
 

図表図表図表図表----    36363636    雇用形態雇用形態雇用形態雇用形態    

 

  

 
 
 
 
 
 

51.751.751.751.7

51.951.951.951.9

47.447.447.447.4

46.246.246.246.2

1.01.01.01.0

1.91.91.91.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所（n=929）

居宅（n=104）

生駒市内 その他の市町村 無回答

50.750.750.750.7

67.367.367.367.3

45.245.245.245.2

30.830.830.830.8

1.51.51.51.5

0.00.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所（n=929）

居宅（n=104）

正規職員

契約職員、嘱託、パート、アルバイト

派遣職員

その他（雇用契約外の職員）

無回答

11.211.211.211.2

45.445.445.445.4

14.414.414.414.4

0.30.30.30.3

2.42.42.42.4

7.17.17.17.1

33.533.533.533.5

6.26.26.26.2

8.28.28.28.2

5.65.65.65.6

0.90.90.90.9

73.173.173.173.1

61.561.561.561.5

9.69.69.69.6

3.83.83.83.8

25.025.025.025.0

0.00.00.00.0

32.732.732.732.7

32.732.732.732.7

1.01.01.01.0

7.77.77.77.7

0.00.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80%

介護支援専門員

介護福祉士

看護師（准看護師）

保健師

社会福祉士

介護職員実務者研修修了

介護職員初任者研修修了

（旧ヘルパー２級）

理学療法士・作業療法士等

主任介護支援専門員

実務者研修終了

資格なし

その他

無回答

事業所（n=929） 居宅（n=104）
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【将来の介護現場での状況】 
将来の各時点（2021 年、2023 年、2025 年、2030 年）において介護現場で働いているかを

聞いたところ、事業所、居宅とも、将来になるほど、「働いていると思う」（「働いていると強く思う」と「どち
らかといえば働いていると思う」の合計）が減少する傾向にあります。特に、居宅では、2021 年では
「働いていると強く思う」が 59.6％と⾼いものの、2030 年では「辞めていると強く思う」が 26.0％と⾼く
なっています。 

図表図表図表図表----    37373737    介護現場介護現場介護現場介護現場でででで働働働働いているかいているかいているかいているか    

＜＜＜＜事業所事業所事業所事業所＞＞＞＞                                                                                                                                ＜＜＜＜居宅居宅居宅居宅＞＞＞＞    

 
 

生駒市で働き続けるために求めることを聞いたところ、「⼈材確保のための施策の推進」が事業所、
居宅ともに⾼くなっています。また、居宅では、「多職種による連携・協働に関する研修」が 55.8％と最
も⾼くなっています。 

図表図表図表図表----    38383838    生駒市生駒市生駒市生駒市でででで働働働働きききき続続続続けるためにけるためにけるためにけるために求求求求めることめることめることめること（（（（最大最大最大最大３つ３つ３つ３つ））））        

 

 

 

  

46.746.746.746.7

33.433.433.433.4

10.810.810.810.8

2.02.02.02.0

2.02.02.02.0

5.15.15.15.1

32.132.132.132.1

35.835.835.835.8

18.618.618.618.6

4.44.44.44.4

2.72.72.72.7

6.46.46.46.4

21.721.721.721.7

27.727.727.727.7

29.529.529.529.5

8.08.08.08.0

5.55.55.55.5

7.67.67.67.6

11.511.511.511.5

21.721.721.721.7

31.231.231.231.2

12.212.212.212.2

14.014.014.014.0

9.49.49.49.4

0 20 40 60

働いていると強く思う

どちらかといえば

働いていると思う

どちらともいえない

どちらかといえば

辞めていると思う

辞めていると強く思う

無回答

2021年（1年後） 2023年（3年後）

2025年（5年後） 2030年（10年後）

（％）

（n=929）

59.659.659.659.6

25.025.025.025.0

4.84.84.84.8

1.01.01.01.0

2.92.92.92.9

6.76.76.76.7

40.440.440.440.4

33.733.733.733.7

13.513.513.513.5

4.84.84.84.8

2.92.92.92.9

4.84.84.84.8

28.828.828.828.8

27.927.927.927.9

17.317.317.317.3

9.69.69.69.6

11.511.511.511.5

4.84.84.84.8

15.415.415.415.4

23.123.123.123.1

21.221.221.221.2

4.84.84.84.8

26.026.026.026.0

9.69.69.69.6

0 20 40 60

働いていると強く思う

どちらかといえば

働いていると思う

どちらともいえない

どちらかといえば

辞めていると思う

辞めていると強く思う

無回答

2021年（1年後） 2023年（3年後）

2025年（5年後） 2030年（10年後）

（％）

（n=104）

42.542.542.542.5

32.532.532.532.5

71.771.771.771.7

18.318.318.318.3

10.110.110.110.1

4.74.74.74.7

49.049.049.049.0

55.855.855.855.8

53.853.853.853.8

43.343.343.343.3

12.512.512.512.5

1.91.91.91.9

0 20 40 60 80

教育・研修の拡大・充実

多職種による連携・協働に関する研修

人材確保のための施策の推進

相談窓口の充実

その他

無回答

事業所（n=929） 居宅（n=104）

（％）
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【関連機関・職種との連携】 
関係機関、職種との連携の重要度について聞いたところ、「重要である」（「重要である」と「どちらか

といえば重要である」の合計）は、「主治医・かかりつけ医」が事業所で 95.2%、居宅で 99.0%と最
も⾼くなっています。居宅では「介護保険サービス事業者」も同率で最も⾼くなっています。 

関係機関、職種との連携状況を聞いたところ、連携が「とれている」（「よくとれている」と「ある程度と
れている」の合計）は、事業所では「患者家族」が 71.8%、居宅では「介護保険サービス事業者」が
94.2%で最も⾼くなっています。一方、事業所では「自治会関係者・⺠生委員」、居宅では「⻭科医
師」の割合が最も低くなっています。 

図表図表図表図表----    39393939    関係機関関係機関関係機関関係機関、、、、職種職種職種職種とのとのとのとの連携連携連携連携のののの重要度重要度重要度重要度とととと連携状況連携状況連携状況連携状況    

＜連携の重要度＞                              ＜連携状況＞ 

 

  

79.979.979.979.9

82.782.782.782.7

38.038.038.038.0

12.512.512.512.5

42.442.442.442.4

25.025.025.025.0

49.049.049.049.0

66.366.366.366.3

35.535.535.535.5

65.465.465.465.4

47.847.847.847.8

58.758.758.758.7

49.149.149.149.1

70.270.270.270.2

40.240.240.240.2

86.586.586.586.5

28.528.528.528.5

48.148.148.148.1

17.817.817.817.8

33.733.733.733.7

21.521.521.521.5

18.318.318.318.3

75.875.875.875.8

83.783.783.783.7

21.121.121.121.1

31.731.731.731.7

15.315.315.315.3

16.316.316.316.3

44.944.944.944.9

74.074.074.074.0

39.539.539.539.5

64.464.464.464.4

38.038.038.038.0

30.830.830.830.8

43.143.143.143.1

29.829.829.829.8

35.835.835.835.8

36.536.536.536.5

34.634.634.634.6

21.221.221.221.2

41.141.141.141.1

12.512.512.512.5

42.942.942.942.9

46.246.246.246.2

43.743.743.743.7

56.756.756.756.7

42.342.342.342.3

62.562.562.562.5

16.816.816.816.8

12.512.512.512.5

46.846.846.846.8

57.757.757.757.7

020406080100

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

重要である どちらかといえば重要である

（％）

22.622.622.622.6

7.77.77.77.7

15.715.715.715.7

0.00.00.00.0

14.714.714.714.7

2.92.92.92.9

14.614.614.614.6

22.122.122.122.1

8.58.58.58.5

20.220.220.220.2

14.414.414.414.4

36.536.536.536.5

18.618.618.618.6

32.732.732.732.7

10.910.910.910.9

44.244.244.244.2

5.25.25.25.2

15.415.415.415.4

4.04.04.04.0

5.85.85.85.8

4.74.74.74.7

7.77.77.77.7

25.625.625.625.6

45.245.245.245.2

5.75.75.75.7

2.92.92.92.9

44.144.144.144.1

64.464.464.464.4

31.931.931.931.9

13.513.513.513.5

31.831.831.831.8

25.025.025.025.0

32.732.732.732.7

61.561.561.561.5

28.628.628.628.6

66.366.366.366.3

39.439.439.439.4

48.148.148.148.1

39.839.839.839.8

44.244.244.244.2

36.336.336.336.3

50.050.050.050.0

29.529.529.529.5

63.563.563.563.5

20.820.820.820.8

30.830.830.830.8

25.825.825.825.8

30.830.830.830.8

46.246.246.246.2

39.439.439.439.4

27.027.027.027.0

28.828.828.828.8

0 20 40 60 80 100

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

事業所

居宅

よくとれている ある程度とれている

（％）

①主治医・かかりつけ医

②歯科医師

③薬剤師

④理学療法士等の

リハビリ職

⑤医療ソーシャル

ワーカー

⑥地域包括支援センター

⑦居宅介護支援事業所

⑧介護保険サービス事業者

⑨市町村の介護担当者等

⑩自治会関係者、民生委員

⑪社会福祉協議会

⑫患者家族

⑬ボランティアなど

（事業所：ｎ=929 居宅：ｎ=104）
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連携を進めるうえでの課題を聞いたところ、事業所、居宅とも、「異職種間での意思疎通が難しい」
が最も⾼くなっています。次いで事業所では「具体的な連携方法が分からない」が⾼く、居宅では「連携
するためのツール（ICT を活⽤したシステム等）がない」が⾼くなっています。 

図表図表図表図表----    40404040    連携連携連携連携をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題    

 

 

（２）介護サービス事業所調査    

本調査は、生駒市内にある 109 の介護サービス事業所及び 36 の居宅介護支援事業所（居宅介
護支援事業所 30、地域包括支援センター 6）を対象に、アンケート調査票の郵送にて⾏いました。 

調査期間は令和２年５⽉ 26 日〜６⽉９日、介護サービス事業所は 93 事業所、居宅介護支援
事業所は 31 事業所からの回答があり、回収率は、介護サービス事業所 85.3％、居宅介護支援事業
所 86.1％でした。 
 

【職員の充足度】 
介護保険サービス提供事業所の職員の充足度については、事業所では半数以上が不足しているとして

います。また、事業を⾏う上での課題についても、事業所では半数以上が「職員の採⽤が難しい」をあげて
います。居宅においても、事業所に比べて不足感はやや低いものの、事業を⾏う上での課題として「職員の
採⽤が難しい」は上位にあがっています。 

今後充足が必要なサービスについては、事業所、居宅ともに訪問介護（ホームヘルプサービス）、訪問
診療、認知症対応型共同生活介護をあげる事業所が多くなっています。 

 
 
 
 
 

23.823.823.823.8

37.037.037.037.0

22.222.222.222.2

4.24.24.24.2

3.63.63.63.6

9.39.39.39.3

5.85.85.85.8

55.855.855.855.8

15.415.415.415.4

2.92.92.92.9

14.414.414.414.4

5.85.85.85.8

0 20 40 60

具体的な連携方法が分からない

異職種間での意思疎通が難しい

連携するためのツール

（ＩＣＴを活用したシステム等）がない

所属している組織の理解が得られない

その他

無回答

事業所（n=929） 居宅（n=104）

（％）
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図表図表図表図表----    41414141    職員職員職員職員のののの充足度充足度充足度充足度    

 

図表図表図表図表----    42424242    事業事業事業事業をををを行行行行うううう上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題    

 
     

大変不足し ている

5.4%

不足

し ている

54.8%

充足

し ている

35.5%

その他

3.2%

無回答

1.1%

事業所(n=93)

大変不足し ている

3.2%

不足

し ている

29.0%

適当である

64.5%

余剰し ている

0.0%

その他

3.2%

無回答

0.0%

居宅(n=31)

54.8

37.6

28.0

25.8

20.4

15.1

10.8

8.6

5.4

1.1

1.1

-

4.3

5.4

6.5

38.7

25.8

9.7

6.5

19.4

16.1

9.7

16.1

3.2

0.0

0.0

3.2

6.5

6.5

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

職員の採用が難しい

収益が少ない

運営費がかさむ

職員の能力向上が難しい

利用者が少ない

離職する職員が多い

地域との連携が不十分

同業者との連携・情報交換

必要な情報の入手が困難

利用者のニーズがつかめない

苦情やトラブルが多い

利用者の意思決定支援

特に問題はない

その他

無回答

事業所（n=93）

居宅（n=31）

（％）

不足している 

60.2％ 

不足して

いる 

32.2％ 
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図表図表図表図表----    43434343    今後充足今後充足今後充足今後充足がががが必要必要必要必要とととと思思思思われるサービスわれるサービスわれるサービスわれるサービス    

 

 

 

30.1

8.6

5.4

9.7

6.5

8.6

3.2

5.4

4.3

3.2

1.1

3.2

5.4

8.6

6.5

9.7

4.3

15.1

3.2

7.5

3.2

6.5

2.2

2.2

4.3

3.2

8.6

14.0

2.2

12.9

48.4

0.0

0.0

6.5

6.5

6.5

0.0

3.2

0.0

9.7

0.0

6.5

9.7

9.7

3.2

9.7

6.5

12.9

3.2

3.2

6.5

16.1

0.0

12.9

3.2

6.5

0.0

29.0

6.5

12.9

0.0 20.0 40.0 60.0

訪問介護（ホームヘルプサービス）

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

看護師が行う訪問看護

理学療法士・作業療法士が行う訪問看護

夜間の訪問看護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション

地域密着型通所介護（デイサービス）

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

介護予防訪問介護相当サービス

訪問型サービスＡ

介護予防通所介護相当サービス

通所型サービスＡ

サービス付高齢者向け住宅など

訪問診療

その他

無回答

事業所（n=93）

居宅（n=31）

（％）
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３ 市内の在宅医療・介護連携に関する調査 

本調査は、市内の医療機関 95 箇所に対し、「地域包括ケア」の実現に向けて、市内の在宅医療・介
護の連携状況を把握するために調査を実施しました。   

調査期間は令和２年５⽉ 27 日〜６⽉ 29 日で、回収状況は、83 件（病院６件、診療所 77 件）
でした。 
 
【医療機関の状況】 

市内の医療機関では、半数弱が何らかの対応を⾏っており、「往診」が 35.7％、「訪問診療」が
27.4％となっています。また、対応可能な疾患については、「糖尿病」「認知症」が⾼くなっています。 

往診や訪問診療をしていない理由については、医師や職員の体制が整わないといったことが⾼くなってい
ます。  

図表図表図表図表----    44444444    市内市内市内市内のののの医療機関医療機関医療機関医療機関のののの体制体制体制体制                                                                        図表図表図表図表----    45454545    対応可能対応可能対応可能対応可能なななな疾患疾患疾患疾患    

    

図表図表図表図表----    46464646    往診往診往診往診やややや訪問診療訪問診療訪問診療訪問診療をしていないをしていないをしていないをしていない理由理由理由理由    

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35.7

27.4

13.1

15.5

54.8

0.0 20.0 40.0 60.0

往診

訪問診療

2４H対応

土日祝日対応

いずれも行って

いない

（％）

(n=84)

33.3

22.6

9.5

13.1

39.3

17.9

16.7

20.2

20.2

8.3

46.4

0.0 20.0 40.0 60.0

認知症

在宅での看取り

神経・筋難病

小児

糖尿病

ターミナルケア

癌

脳卒中

心筋梗塞

精神疾患

いずれも行っていない

（％）

(n=84)

63.3

51.0

42.9

12.2

8.2

4.1

2.0

2.0

2.0

18.4

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

昼間・夜間の緊急時に対応できる医師の体制を確保できない

昼間・夜間の緊急時に対応できる職員等の体制を確保できない

対象となる患者がいない

看取りの対応が困難

自分の時間を持てない

緊急時に連携ができる専門医療機関がない

対象となる患者はいるが、住まいが遠くて対応が困難

介護等他分野との連携ができない

採算があわない

その他

無回答

（％）

(n=49)
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【⾼齢者の情報についての連携の重要度と連携状況】 

⾼齢者の情報についての連携の重要度については、全体的に重要と考えている医療機関が多くなって
います。なかでも患者の家族、他の医療機関と連携状況が⾼くなっています。また、連携状況についても患
者家族や他の医療機関との連携は取れているとしてますが、ボランティア・NPO などや自治会関係者・⺠
生委員、社会福祉協議会との連携が取れている医療機関は少ない状況にあります。 

図表図表図表図表----    47474747    高齢者高齢者高齢者高齢者のののの情報情報情報情報についてのについてのについてのについての連携連携連携連携のののの重要度重要度重要度重要度とととと連携状況連携状況連携状況連携状況    

＜連携の重要度＞                              ＜連携状況＞ 

 

 

 
 
 

 

 
 

13.3

7.2

21.7

22.9

7.2

10.8

12.0

8.4

6.0

4.8

3.6

4.8

34.9

1.2

55.4

12.0

34.9

27.7

16.9

20.5

28.9

30.1

24.1

14.5

6.0

9.6

36.1

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1.他の医療機関

2.歯科医師

3.薬剤師

4.訪問看護師

5.理学療法士等のリ ハビリ 職

6.医療ソ ーシャ ルワーカ ー

7.地域包括支援センタ ー

8.居宅介護支援事業所

9.介護保険サービス事業者

10.市町村の介護保険担当部署等

11.自治会関係者・ 民生委員

12.社会福祉協議会

13.患者家族

14.ボラ ンティ ア・ NPOなど

よく と れている ある程度と れている

（％）

62.7

27.7

50.6

60.2

27.7

41.0

45.8

39.8

38.6

28.9

19.3

22.9

77.1

14.5

26.5

41.0

31.3

21.7

34.9

26.5

27.7

31.3

27.7

36.1

26.5

25.3

12.0

32.5

0.020.040.060.080.0100.0

1.他の医療機関

2.歯科医師

3.薬剤師

4.訪問看護師

5.理学療法士等のリ ハビリ 職

6.医療ソ ーシャ ルワーカ ー

7.地域包括支援センタ ー

8.居宅介護支援事業所

9.介護保険サービス事業者

10.市町村の介護保険担当部署等

11.自治会関係者・ 民生委員

12.社会福祉協議会

13.患者家族

14.ボラ ンティ ア・ NPOなど

重要である どちら かと いえば重要である

（％）

(n=84)


